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問題となっているコンピュータを大別すると次の二つになる。   
a．管理用コンピュータ：商品の在庫管理や，銀行の預金管理などのデータ  
ベース処理に用いるコンピュータ   
b．制御用コンピュータ：自動車や，家電製品など，ものを正確に，あるい  
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「近頃じゃ，自動車もコンピュータで走ってるそうだ。」   
という会話の聞かれた時代である。人々は，コンピュータと直接触れる実感  
のなかった時代である。しかし，その時代は，2000年間題とともに去り，コン  








人との関わりにおける新たな時代」の始まりとなったのである。   
では，人々のコンピュータに関する認識はどのようにして変わったのだろう  
か。一例を挙げてみたい。   
25年ほど前から急激に利用が広まった銀行のATMは，巨大なコンピュータ   
248   














データの送信   
通信の切断   
1「送金」の選択  
2 カードの挿入  
3 暗証番号入力  
4 送金相手の銀行を選ぶ  
5 送金相手，金額の入力  
6 送金完了の確認  








ATMの利用と，パソコン通信を区別していることになる。   
と言うのは，コンピュータは，その利用日的がはっきりしていれば，その日  
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と言ってよいだろう。   
こうした価値観の変革は，最近，これもまた漠然とした「情報化」というこ  
とばで表現されることが多くなった。コンピュータと「情報化」とは，ほとん  
ど切り放すことのできない関係となっていると言っても過言ではない（1）。   
この情報化に欠かせない概念が  







る「デジタル」ということになる。情報が大量に統合された形で蓄積され，そ   
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ピュータの発展する前の手法のアナロジーであるものであった。   
ところが，これから本格的に到来するコンピュータの新たな時代で起こるこ  
と，簡単に言うと，コンピュータとその技術，そしてコンピュータが作り出す  
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環境がもたらすものは，そうしたアナロジーが容易に効かないものとなる。   
ただ，今それが何かは判然とはしない。しないが，それが徐々にやって来て  
いる予感は十分にある。それは，前代のアナロジーから次第に逸れてきた技術  





















ターネットだが，実はそのためかえって，驚異的な速度でその範囲，機能を拡   
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環境ができあがることによって出現しつつある。   
このような環境をそなえた社会は，例えばそろばんで時間をかければ，表計  
算ソフトの結果と同じ結果が得られるのとは違い，全く新しい世界への第一歩  
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となることが容易に推測できよう。とすれば，当然そこでは，今までと違った  






1過去を正しく把握すること   
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から大学まで，全ての校種で相当数の初心者がいる状況が今も続いている。   
こうした現状を踏まえて，初等・中等教育において，新たなカリキュラムの  
検討がなされ，2002年には，それが実施されようとしている。具体的に言うと，  
255   








「情報」の内容について，次のような提案がなされている（7）。   
科目  情報A（2単位）   
重点  情報の利活用及び実践的能力の向上   
内容  情報の概念，情報の表現，マルチメディア，コンピュータと通信，  
情報検索，情報システムと社会，情報社会への参画など   
科目  情報B（2単位）   
重点  情報の科学的理解   
内容  問題解決とソフトウェアの利用，アルゴリズムとプログラミング，  
統計処理，通信ネットワークとプロトコルなど   
科目  情報C（2単位）   
重点  情報社会への参画と創造   







と言うことになろうか。その意味では，岡本（1998）の提案の「情報B」が主に   
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後者を扱い，「情報AJ「情報C」においては，その両方が扱われていると言え  
よう。高等学校が中等教育の完成を目指すものであるなら，情報利活用の実践  
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－F情報化の最前線に立つ 一語学教育における情報化－』早稲田フォーラム75，pp．44－55，早   
稲田大学．1998．  
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中野美知子編「英語教育とコンピュータ」早稲田教育叢書5．学文社．1998．  







Getting a good understanding of the past and the present situation and，based on that  
understanding．havinga deepinsightintothe future are some oftheimportantpurposesofeducation．  
Alongwiththedevelopmentofcomputersandinformationtechnologies．ithasbecomedifficultforusto  
adoptsomeofthenewideasandtechnologiestotheanalogyofolderones．Wearefacingthefrontdoor  
ofanew age．Inordertohelpstudentsadapttothe newenvironment，Weneed anewapproachtothe  
SChooIcurricul11m．That approach，hbwever．must be flexible because the environmentis constantly  
Changing．This papersuggestsmajoritemsinthecurriculum forthestudentstakinghumanitiescourse  
incollege．  
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